福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県芦原温泉について

	学会名
	日本温泉科学会第６０回大会

	発表者名
	田中　博義　（保健衛生部）

	開催場所
	かごしま県民交流センター（鹿児島市）

	開催日時
	平成１９年９月２０日（木）

	発表内容
	芦原温泉は福井県の北部に位置し、県内最大の温泉地である。これまで温泉法に基づき泉源分析した当該地の５８泉源の特徴などを検討・評価した。

その結果、泉温は、高温（42℃以上）が28泉源で全体の48%と最も多く、低温（25～34℃）が16泉源、温泉（34～42℃）が10泉源、冷鉱（25℃未満）が4泉源であった。

ｐＨは、中性（pH6～7.5）が35泉源で全体の60%と最も多く、弱アルカリ性（pH7.5～8.5）が21泉源、アルカリ性（pH8.5以上）が2泉源であった。

泉温とpHは、ナトリウム（Na）や塩素などのイオン総量との間に相関がみられ、相関係数はそれぞれｒ=0.79、ｒ=-0.62であった。
また、主要な陽イオンの挙動では、Na+濃度の増加に伴い、Na+割合が減少し、Ca2+割合が増加する。陰イオンでは、Cl-濃度が増加することにより、Cl-割合が増加し、SO4 2-割合が減少することが明らかになった。

この関係から当温泉地には、泉質名Na-Cl泉、Na･Ca-Cl泉、Na-Cl･SO4泉があり、そのうちNa･Ca-Cl泉が殆どであった。


